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1 四半期連結損益計算書等の作成等に係る事項

① 財務諸表等の作成に際して準拠した基準 :  （ 中間連結財務諸表作成基準                              ）

  ・会計処理方法の変更の有無 : 有  （                                                              ）・無  

  ・中間決算等と異なる会計処理の有無 : 有  （                                                              ）・無   

② 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 : 有  （                                                              ）・無   

③ 公認会計士叉は監査法人による関与の有無 : 有  （                                                              ）・無   

2.  平成14年12月期第１－３四半期の業績概況（平成14年 1月 1日 ～ 平成14年 9月30日）

(1) 経営成績（連結）の進捗状況
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（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示す。
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  7-9月期は、燃料油販売数量が前年同期比で2.7%増加し、4-6月期(同17.4％減少)に比べ大幅な回復となりました。
7-9月期の連結売上高は5,031億円となり、1-6月期8,707億円と合算し、1-9月期は1兆3,738億円となりました。また、
7-9月期の連結営業利益は燃料油の販売数量が回復したものの、揮発油、軽油等を中心に製品マージンが4-6月期
に比べ低下したため、連結営業利益は65百万円の利益にとどまりました。その結果、1-6月期が70億円の損失であっ
たため、1-9月期は69億円の連結営業損失となりました。尚、1-6月期の連結営業損失には在庫の会計方針変更等に
伴う70億円の減益要因が含まれておりましたが､ 7-9月期には32億円の在庫評価益が含まれています。
 また、7-9月期の連結経常利益は、持分法適用会社の収益等もあり、8億円となりました。この結果、1-6月期が41億
円の損失であったため、1-9月期の連結経常損益は、33億円の損失となりました。
7-9月期の連結純利益は、主に遊休資産の売却により、25億円となりました。これらのことから、1-9月期の連結純利益
は1-6月期12億円の損失から、13億円の利益に転換しました。
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(2) 財政状態（連結）の変動状況
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［連結キャッシュ・フローの状況］
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（参考１）四半期個別経営成績の概況（平成14年1月1日～平成14年9月30日）

百万円 百万円 百万円 百万円

△ △ △

百万円 百万円

356
－

428

－

株主資本比率

14年12月期第1－3四半期

当期純利益経  常  利  益

802,193 168,080

72914年12月期第1－3四半期

売    上    高 営  業  利  益

総    資    産 株 主 資 本

－－

百万円百万円

4,158

－

26,343

  平成１４年９月末の資産については、主に売掛金が減少し､ かつ固定資産も減価償却及び資産の売却等により減少した結果､
総資産は平成１３年１２月末比1,161億円減の8,841億円となり､ 株主資本は2002年５月に自己株式を取得したこと及び配当金の
支払い等により平成１３年１２月末比607億円減の2,110億円となりました。
平成１４年１月－９月期のキャッシュフロ－については、営業活動によるキャッシュフロ－は、主に減価償却費及び運転資本の好
転により215億円となりました。また、投資活動によるキャッシュフロ－については、有形固定資産及び投資有価証券の売却等に
より、19億円となりました。財務活動によるキャッシュフロ－は、主として借入金が355億円増加したものの､ 400億円を支出して自
己株式を取得したこと及び配当金の支払い等により△263億円となりました。
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3.  平成14年12月期の連結業績予想（平成14年1月1日～平成14年12月31日）
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（参考２）平成14年12月期の個別業績予想（平成14年1月1日～平成14年12月31日）
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  前記の業績予想は、現時点における情報に基づき当社の経営者が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。

従いまして、これらの業績見通しのみに全面的に依存した投資判断はお控え下さいますようお願いいたします。

当社グループの業績は、石油・石油化学事業を中心とした経済情勢や市場動向並びに為替レートの変動等の要因により

予想とは異なる結果となる可能性がある事をお含み置き下さいますよう重ねてお願い申し上げます。
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   石油製品の販売数量の増加並びに売上価格の上昇を見込み、連結売上高は前回予想(8月29日)時に比べて200億円
の増加が見込まれます。7-9月期は販売数量が前回予想を上回る結果となりましたが、製品マージンが予想よりも低下した
ため、連結営業利益は前回予想を下回る結果となりました。一方、10-12月期の見通しとして、販売数量は7-9月期に引き
続き好調であり、また足もとの製品マージンが回復傾向の中、7-9月期を上回るマージン水準を想定しています。このこと
から10-12月期は7-9月期よりも、収益の一層の改善を見込んでいます。さらに年間を通じたコスト削減は前回予想通り、順
調に進む予定です。

通                             期

中             間             期

1株当たり年間予想配当金

中 間 期 末

   －   －
   －

予想当期純利益予 想 経 常 利 益

－
6

18.00
18.00 36.00

予 想 売 上 高

－ － －
1,890,000 6,000 4,000

－

予 想 売 上 高 予 想 経 常 利 益 予想当期純利益

1,920,000
－

2,000
－

4,000

1株当たり予
想当期純利益


